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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人大阪科学

技術センター (OSTEC) 及び財団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。 

これによって，JIS H 7003 : 1989 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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水素吸蔵合金用語 
Glossary of terms used in hydrogen absorbing alloys 

 
1 適用範囲 

この規格は，水素吸蔵合金及びその応用に関する主な用語（以下，“用語”という。）並びに定義につい

て規定する。 

 

2 分類 

用語の分類は，次による。 

a) 材料及び加工方法 

b) 現象・物性・構造 

c) 測定方法 

d) 応用 

 

3 用語及び定義 

用語及び定義は，次による。 

a) 材料及び加工方法 

番号 用語 定義 対応英語（参考） 
1001 水素吸蔵合金 金属水素化物を生成する合金のうち，使用する条件の下

で水素の吸蔵・放出の反応が速く，その可逆性の高い合

金。 
注記 水素吸蔵合金は，水素貯蔵合金ともいう。一般に，

金属結合型水素化物を生成する合金を指すこと

が多く，水素との親和力の強い金属と，親和力の

弱い金属との合金である。この合金には，多量の

水素が貯蔵され，その水素は，加熱又は減圧によ

って放出され，冷却又は加圧によって吸蔵され

る。その放出・吸蔵は可逆的であり，その反応速

度は速い。 

hydrogen absorbing 
alloys， 

hydrogen storage alloys 

1002 金属水素化物 金属元素と水素との化合物の総称。金属結合型水素化

物，共有結合型水素化物及びイオン結合型水素化物に分

類する。 
注記 英文の頭文字 MH で表記することがある。 

metal hydride， 
MH 

1003 金属結合型水素化物 金属的な性質をもつ金属水素化物。 
注記 多くの水素吸蔵合金は，この型に属する。

LaNi5H6.6及びTiFeH1.9のような不定比の水素化物

を生成するものが多い。水素化されても金属格子

の構造が基本的には変わらず，単に格子間隔が大

きくなる。 

metallic hydride 


